
P O S T　C A R D

感想や叱咤激励、疑問・質問などお寄せください。

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

　

小
林
市
病
院
企
業
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
人
、
そ
の
他
地

方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
る
欠
格

事
項
に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。
試
験
は
以
下
の
区
分
ご

と
に
行
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
希

望
す
る
職
種
の
い
ず
れ
か
一
つ
の

み
受
験
で
き
ま
す
。

◆
第
1
回
日
程

　

7
月
14
日
（
日
曜
）

◆
試
験
区
分
（
採
用
予
定
）・
受

　

験
資
格

・
薬
剤
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
43
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

・
看
護
師
（
15
人
程
度
）

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

・
理
学
療
法
士
（
若
干
名
）

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

・
作
業
療
法
士
（
若
干
名
）

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

・
言
語
聴
覚
士
（
若
干
名
）

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

・
臨
床
工
学
技
士
（
1
人
程
度
）

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

・
臨
床
検
査
技
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
48
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人

※
試
験
区
分
の
い
ず
れ
も
免
許
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
25
年
度
の
各

種
試
験
に
お
い
て
免
許
取
得
見
込

み
の
人
と
な
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

6
月
3
日
（
月
曜
）

　

～
6
月
28
日
（
金
曜
）

◆
試
験
会
場

　

小
林
市
立
病
院
会
議
室

◆
受
験
申
込
書

　

受
験
申
込
書
は
、
市
立
病
院
事

務
部
（
2
階
）
で
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
郵
送
請
求
の
方
法
は
、
市

立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能

で
す
。

※
試
験
科
目
な
ど
の
詳
細
は
、
市

立
病
院
ま
で
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・ 

小
林
市
立
病
院
事
務
部

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
３

　

小
林
市
細
野
２
２
３
５
番
地
3

　

℡
23
‐
４
７
１
１

　
　

23
‐
７
７
１
７
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２０１3 年　６月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
　

市
で
は
、
介
護
予
防
教
室
な
ど

で
一
緒
に
活
動
す
る
介
護
予
防
推

進
員
を
募
集
し
ま
す
。
介
護
予
防

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
地
域
で
、
介
護
予
防
を
支
え

る
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
者

　

40
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
人

　
（
野
尻
・
内
山
地
区
を
除
く
）

◆
応
募
資
格

　

午
前
・
午
後
と
も
受
講
可
能
な

人
、
受
講
後
に
介
護
予
防
教
室
で

活
動
で
き
る
人
、
会
場
へ
自
身
で

行
け
る
人

◆
活
動
内
容

　

介
護
予
防
教
室
の
手
伝
い
、
介

護
予
防
活
動
や
元
気
体
操
の
啓
発

普
及

◆
日
時

　

7
月
18
日
（
木
曜
）

　

９
時
30
分
～
15
時

　

12
時
～
13
時
は
昼
食
休
憩

※
昼
食
は
各
自
で
準
備
く
だ
さ
い

◆
講
義
内
容

午
前
：
介
護
予
防
の
意
義
や
知
識
、

　

小
林
市
の
介
護
予
防
の
取
り
組

　

み
に
つ
い
て

午
後
：
講
師　

木
切
倉
良
昭
氏
に

　

よ
る
「
小
林
元
気
体
操
」
の
体

　

操
教
室

◆
場
所

　

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

１
階
介
護
予
防
教
室

◆
申
込
方
法

　

フ
ァ
ク
ス
か
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

◆
締
め
切
り

　

7
月
12
日
（
金
曜
）

●
申
・
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　
　

25
‐
０
７
０
８

　

家
族
介
護
者
と
介
護
事
業
所
の

職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
、
毎
月
1

回
、
認
知
症
の
人
の
「
体
調
を
整

え
る
ケ
ア
」
と
「
平
穏
な
心
理
を

保
つ
ケ
ア
」
を
学
び
、
認
知
症
の

重
度
化
予
防
を
目
指
し
ま
す
。 

◆
講
師

第
1
回
、
第
6
回
目

　

竹
内
孝
仁
氏
（
国
際
医
療
福
祉

　

大
学
大
学
院
教
授
）

第
2
回
～
第
5
回
目

　

小
谷
尚
美
氏
（
株
式
会
社
ポ
ラ

　

リ
ス
医
療
福
祉
学
博
士
）

◆
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
全

6
回
全
て
の
回
に
出
席
で
き
る
人

①
市
内
在
住
で
、
現
在
、
家
庭
で

　

認
知
症
の
人
の
介
護
を
し
て
い

　

る
人

②
市
内
在
勤
で
、
事
業
所
で
認
知

　

症
の
人
の
介
護
を
し
て
い
る
人

◆
定
員　

30
人

◆
日
程

第
１
回
７
月
５
日
（
金
曜
） 

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

第
2
回
８
月
２
日
（
金
曜
）

         

10
時
～
16
時

第
3
回
９
月
６
日
（
金
曜
）  

         

10
時
～
16
時

第
4
回
10
月
４
日
（
金
曜
） 

         

10
時
～
16
時

第
5
回
11
月
１
日
（
金
曜
）

         

10
時
～
16
時

第
6
回
12
月
３
日
（
火
曜
）

         

10
時
～
16
時

◆
申
込
み
方
法

  

フ
ァ
ク
ス
か
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
締
切

   

６
月
28
日
（
金
曜
）

◆
受
講
料    

無
料

◆
場
所

  

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

２
階
交
流
ス
ペ
ー
ス

●
申
・
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　
　

25
‐
０
７
０
８
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　5 月 11 日、高原駅開業 100 周年を記念し「環霧島
周遊列車（乗客：80 人）」が特別運行されました。小
林駅では 30 分間の停車中、訪れた約 80 人をおもてな
しで歓迎しました。
　ホームで、採れたてのいちごやスイーツなど地元特
産物の販売に加え、吉都線 100 周年記念エコバックを
プレゼント。また、日本舞踊協会による小林音頭やキッ
ズビーの軽快なダンスで、訪れた人を楽しませていま
した。さらに、サプライズで小林市のゆるキャラ「こ
すモ～」と「ビッキョン」も登場し、記念撮影や握手
で歓迎しました。訪れたお客様からは、「高原駅 100
周年という節目の日に、とてもいい想い出ができた。
また、列車に乗って小林市に来たい」と喜びの声が聞
かれました。
　小林駅ではお馴染みとなった「おもてなし」。吉都
線 100 周年を機に、市民と共にずっと続けていきたい
ものですね。

吉都線の車窓から
 　　　　　　　　　　№ 19
●問：市民協働課　℡ 23 ｰ 1148

平成 24 年 10 月「小林駅 100 周年（吉松～小林間）」
平成 25 年 10 月「吉都線全線 100 周年（吉松～都城間）」

ありがとう　輝く未来　きっとある

※お知らせの内容はホームページでもご覧になれます。http://www.city.kobayashi.lg.jp

▼▼
募　

集

小
林
市
病
院
企
業
職
員

採
用
試
験
（
第
１
回
）

Fax

介
護
予
防
推
進
員

新
規
受
講
者

認
知
症
あ
ん
し
ん
生
活

実
践
塾

Fax

Fax




